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第４学年１組理科学習指導案

会瀬小学校

１ 単元名 温度を変えて，かさの変化を調べよう

２ 目標

(１)空気，水及び金属を冷やしたり温めたりしたときのかさの変化に興味・関心を持ち，

。 （ ）進んで温度変化とかさの変化の関係を調べようとする 関心・意欲・態度

(２)空気，水及び金属のかさの変化を温度変化と関連づけて考えることができる。

（ ）科学的な思考

(３)空気や水を冷やしたり温めたりして，かさの変化を記録することができる。

(４)アルコールランプを安全に正しく使うことができる。 （技能・表現）

(５)空気，水や金属のかさは，温度が高くなると大きくなり，温度が低くなると小さくな

ることを理解できる。

(６)温度によるかさの変化は，金属，水，空気の順に大きくなることを理解できる。

（知識・理解）

３ 単元について

本単元は，金属，水及び空気を温めたり冷やしたりして，それらの変化の様子を調べ，

金属，水及び空気の性質についての考えをもつようにすることをねらいとしている。そし

て，金属，水，及び空気の温度変化とかさの変化を関係づけたり，金属，水及び空気の性

質と温まり方を関係づけたりして，物には熱に対する性質の違いがあるという見方や考え

方を持つようにすることが主な学習内容である。既習事項としてとじこめた空気や水に力

を加えた時のかさの変化や空気と水の性質のちがいを学習している。

本学級は男１７名女１８名計３５名である。男女協力しながらグループ学習などに取り

組むが，積極的な児童に活動を任せてしまう消極的な児童が数名いる。調査から８割の児

童が実験が「好き」と答えているが「失敗するのがいや 「自分はやらせてもらったこと」

がない 「難しい」などの理由で「きらい」と答える児童がいる。また，予想を立てるこ」

とや結果をまとめることを「むずかしい 「なんと書いてよいかわからない」という理由」

で「やや苦手」とする児童が半数近くいる。

以上のことから，始めに教材提示を工夫し，目に見えない空気の存在を目に見える現象

にして問題意識を持たせ，実験の予想をする時間をしっかりとりたい。次に，実験結果か

， 。らわかったことや考察したことをノートに文章化する習慣をつけ 知識の定着を図りたい

また，かさと温度の関係を可逆的なひとつの特徴としてとらえさせるために，冷やしたり

温めたりする実験を繰り返し行い，誰もが実験を行うようにするために，具体的な活動を

示すなどして役割分担の配慮をしていきたい

４ 学習計画(７時間取り扱い) ○は本時

次 時 主 な 学 習 活 動 評 価 の 観 点

１ １ ・ 学習計画を立てる。 ・ かさ」の言葉の意味がわかりかさの変「

化について興味が持てたか。

( ･ﾉｰﾄ ･ ･ )発表 〈関心 意欲 態度〉

２ ① ・空気を冷やしたり温めたりす ・空気のかさの変化を温度変化と関連づけ

。 〈 〉）る時のかさの変化を調べる。 て考えられたか ( ･ﾜｰｸｼｰﾄ発言 科学的な思考

２ ・石けん水の膜が上がったり下 ・アルコールランプなどの器具を正しく使

がったりしている理由を調べ うことができたか ( ･ )。 行動観察 技能 表現〈 〉

る。

３ １ ・水を冷やしたり温めたりする ・温度変化によるかさの変化を記録するこ

ときのかさの変化を調べる。 とができたか。 (ﾉｰﾄ ･ )〈技能 表現〉

２ ・水と空気のかさの変化を比べ ・かさの変化について水と空気を比べるこ

る。 とができたか ( ･ﾉｰﾄ ･ )。 発言 知識 理解〈 〉

４ １ ・金属を温めたり冷やしたりし ・結果を予想して実験を進めることができ

た時のかさを調べる。 たか ( ･ﾉｰﾄ )。 行動観察 関心意欲態度〈 〉

５ １ ・空気・水・金属を温めたとき ・温度によるかさの変化は，金属，水，空

のかさの変わり方をまとめる 気の順に大きくなることを理解できたか。

(ﾉｰﾄ･ ･ )発言〈知識 理解〉
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５ 本時の目標

（１）空気を冷やしたり温めたりすることで，空気のかさの変化を温度変化と関連付け

て考えることができる。

（２）準備・資料

①ビニル袋②ペットボトル③掲示資料④フラスコ⑤水槽⑥スタンド⑦湯⑧ぞうきん

①ストロー⑩セロハンテープ⑪ワークシート⑫氷

評価について 規準の見とり ○評価規準に達している児童への指導 評価規準に達していない児童への指導支援（３）展開 A *
学習内容・活動 形態資料 指導上の留意点と評価

１ 本時の学習課題を知る。 ・予想が立てやすいように「かさ」と

いう言葉について再確認し，かさの

空気を冷やしたり温めたりすると 一斉 変化についての答えは，３種類にな

かさはどう変化するか調べよう ① ることを伝える。

② ・温めたときと冷やしたときどちらに

予想 かさは大きくなる ③ ついても予想を考えさせ，言葉でき

。かさは小さくなる ちんと言えるように時間を確保する

かさは変わらない ・温度変化によるかさの変化が一目見

２ 実験の方法を確認する。 ④ て分かるように空気が入っている位

⑤ 置に印を付けておく。

⑥ ・保冷のためにビニル袋に入れた氷水

。図 ⑦ をフラスコに乗せることを説明する

⑧ ・保温のためにぞうきんをフラスコに

⑨ 乗せ，湯をしみこませることを説明

⑩ する。

⑪ ・泡が出たり水位が上がったりするこ

（１）氷水で冷やす ⑫ とを予想させ，かさの変化と現象が

（２）湯をかけて温める 結びつくようにする。

３ 予想をもとに実験を行う。 グループ ・フラスコを水槽の中で逆さまに入れ

（１）氷水で冷やす ④ たことがフラスコ内の空気が閉じこ

⑤ められた状態にあることを気づかせかさが小さくなる

↓ ⑥ る。

⑦ ◎空気のかさの変化を温度変化と関フラスコ内の水面は上がる

（２）湯をかけて温める ⑧ 連づけてわかりやすく表現できた

⑨ か （発表・ワークシート〈思考〉かさが大きくなる 。

↓ ⑩ ＊空気のかさの増減は，フラスコ内の

。フラスコ内の水面は下がる ⑪ 水面の位置でわかることを確認する

（３）結果を記録する ⑫ ・冷やす・温めるを何度か繰り返し，

かさの変化と温度の関係が一つの現

象としてとらえられることをグルー

プごとに気づかせる。

４ 実験の結果について話し合い， 一斉 ・自分の言葉でまとめるのが困難な児

まとめる 童のためにキーワードを提示する。

・実験器具を扱う，観察する，記録す

空気をあたためると，かさが大 るなど役割分担がきちんとできてい

きくなり，冷やすとかさは小さ たグループや児童を紹介し，賞賛す

くなる る。

５ 本時の学習を振り返り，次時の 一斉 ・次時は別な実験方法で空気のかさの

学習の見通しを持つ。 変化について調べることを伝え，課

題を確認し見通しを持たせる。


